
談話能力の向上を目指 した会話教育
一 ビジターセッションを取 り入れた授業の実践報告 一

中 井 陽 子

キ ー ワ ー ド

初 対 面 の会 話 ・談話 能 力 ・準 備 レ ッ ス ン ・ビ ジ ター セ ッシ ョ ン ・反 省 会

1.は じめに

日本語学習者が日本語の母語話者 と出会い,人 間関係 を構築していくに

は,文 法能力のみならず,話 し手や聞き手として会話に積極的に参加 しな

がら,会 話を展開してい く談話能力 も必要とされる。例えば,ど んなに文

法的に正確 に自分の情報が提供できても,相 手に同意 したり,評 価を示 し

たりして,興 味を持って聞いているという態度を示すことができなけれ

ば,相 手 に物足 りない思いを抱かせたり,落 胆させたりしてしまう恐れも

ある。このような点を考慮 して,Kato[Nakai](1999),中 井(2003a),

Nakai(2002)で は,日 本語の母語話者と非母語話者が話題の開始部 と終

了部に用いる言語的要素を分析し,ま た,中 井(2002,2003b)で は,会

話展開の型や,話 題の種類,話 題開始部に用いられる質問表現の種類,共

起する言語的要素について検証した。その結果,話 題開始部においては,

非母語話者があまり相手に対する質問をせず,相 手から質問してもらう場

合などが見 られた。一方,話 題終了部においては,非 母語話者が分からな

い言葉を聞き返さず,理 解不可能な話題を回避 しようとして,唐 突に話題

を転換 した り,相 手の話にうまくあいづちを打った り,評 価表現1)などで
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話題をまとめて適切に話題を終えられずに,沈 黙 した りするという傾向が

見られた。

本稿では,特 に,初 中級 レベルの日本語学習者を対象として,聞 き返

し,あ いづち,評 価表現,質 問表現の用い方,話 題 ・会話の始め方 ・終わ

り方などの会話への積極的な参加態度を示す談話能力の向上を図る会話教

育の可能性について,初 対面の母語話者とのビジターセッションを導入 し

た授業の実践報告を通 して考察する。

2.先 行 研 究

2,1言 語 運用 能 力の 向 上 を 目指 した授 業 設 計

JordenandWalton(1987),Jorden(1987)は,外 国 語 学 習 に おい て,

事実 的 構 成 要 素 と技 能 的構 成 要 素 か らな るfact-actの 二 分 法(fact-actdi-

chotomy)が 重 要 で あ る と提 唱 してい る。 まず,FACTの 構 成 要 素 は,学

習者 に と って 意 味 が あ る とい う点 で,完 全 で,詳 細 で,客 観 的 な言 語 学

的 ・文 化 的 な分 析 で あ る とい う(JordenandWalton1987:121)。 そ し

て,FACTの 授 業 は,学 習 者 の 母語 と文 化 を共 有 す る教 師(base-native)

に よ っ て,学 習 者 の 母 語 で 行 わ れ る の が 最 も良 い と して い る(Jorden

1987:!0)。 そ れ に対 して,ACTの 構 成 要素 は,学 習者 がFACTの 構 成要

素 を内 在 化 し,正 確 で か つ 意 味 を持 たせ て使 える よう に な るた め に,目 標

言 語 で 十 分 な量 の ドリル や練 習 を必 要 と し(JordenandWaltonl987:

121),実 際 に言 語 を 用 い,質 問 し,デ ィス カ ッ シ ョ ンす る と して い る

(Jorden1987:10)。 そ し て,ACTの 授 業 は,目 標 言 語 の 母 語 話 者 で あ

る教 師(target-native)が 一 貫 して 目標 言 語 で 学 習 者 と イ ン タ ー ア ク シ ョ

1)中 井(2003d:233)で は,「 評価表現 とは,会 話参加者 が話題 の内容や情報

につい て,形 容詞,形 容動 詞,副 詞,動 詞 等 を用 いて,自 らの意見 ・感想

(善 し悪 し,好 き嫌 い,価 値,喜 怒哀楽〉 を表す,ま たは,そ の共感 を表 す'

発 話であ る」 と定義 してい る。授 業中,学 習者 には,「 コメ ン ト」 とい う言

葉 を用いて練習 させ た。
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ンの活 動 を行 う と い う(Jordenl987:10)。 た だ し,十 分 運 用 能 力 が あ る

上 級 レベ ル の学 習 者 に対 して は,FACTの 説 明 も目標 言 語 の 教 師 に よ って

目標 言語 で 行 わ れ る とい う(Jordenl987:10)。

この よ う に,言 語 的 ・文 化 的知 識 を得 るFACTの 授 業 と,得 た 知 識 を

実 際 に運 用 して 練 習 す るACTの 授 業 の 連 携 を十 分 意 講 して授 業 設 計 を行

う こ とは,言 語 習 得 の 上 で重 要で あ る と考 え る 。例 え ば,FACTば か りの

授 業 だ と,知 識 注 入 型 の受 身 的 な授 業 に な り,運 用 能 力が 身 に付 か ず,得

た 知識 を運 用 す る楽 し さが 味 わ え な い た め,学 習 者 の学 習 動 機 も上 が らな

い で あ ろ う。 ま た,反 対 に,ACTば か りの 授 業 だ と,学 習 項 目に つ い て

の意 識 化 ・整理 に時 間が か か って しまい,学 習効 率 が悪 くな っ て しま うで

あ ろ う。

2.2ビ ジ ター セ ッ シ ョ ン

「ビ ジ ター セ ッシ ョン」 とは,教 師以 外 の 日本 語 母語 話 者 や準 母 語 話 者

が 「ビ ジ ター」 と して,学 習活 動 の 一環 と して 日本語 の ク ラ ス に参 加 し,

学 習 者 とイ ン タ ー ア ク シ ョ ンを持 つ 場 の こ と で あ る。 そ の 内 容 は,ビ ジ

タ ーが,学 習 者 と簡 単 な 会話 の練習 を した り,様 々 な テ ー マ に つ い て討 論

した りす る もの か ら,学 習者 の発表 を聞 い て 質 問 を した り,感 想 を述 べ た

りす る もの,あ るい は,社 会 ・文化 的 情 報 を提 供 した りす る もの まで,多

種 多様 であ る。

ネ ウ ス トプニ ー,」.V.(1982:147)は,ビ ジ タ ー セ ッ シ ョン につ い て,

「教 室 の場 面 を実 際 の コ ミュニ ケー シ ョンの場 面 に近 づ け る」 の に有 効 で

あ る と して い る。 また,ネ ウス トプ ニ ー(1991:11)で は,「 社 会文 化 能

力」,「社 会 言 語 能力 」,「言 語 能力」 につ い て の説 明や 練 習 に よ る徹 底 的 な

準 備 が 必 要 で あ る と して い る。 ま た,村 岡(1992:ll7)で は,モ ナ ッ

シ ュ大 学 に お い て イ ン ター ア ク シ ョンの た め の教 育 を 目的 と した コー ス の

中 で行 わ れ た ビ ジ ター セ ッシ ョン に つ い て報 告 して い る。 こ の ビ ジ ター

セ ッシ ョンで は,メ ル ボ ル ンに滞在 す る 日本 人 主 婦 を クラ ス に招 き,学 習
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者 が 家 族 生 活 につ い て の イ ン タ ビュ ー 活 動 を行 う とい う。 ビ ジ ター セ ッ

シ ョンの 前 に は,「 話 題 の 選択,そ れ にそ っ た言 語 面,社 会 言 語 面 の手 当

て(挨 拶,自 己 紹 介,敬 語 の有 無,会 話 の 始 め 方,終 わ り方,あ いづ ち,

聞 き返 し,な ど)」 を行 っ た と して い る(村 岡1992:117)。 この よ うな 日

本 語 教 育 にお け る ご ジ ター セ ッシ ョ ン につ い て,岡 部(1997:35)は,

「日本 語 運用 能 力 だ けで な く,非 言 語 的 な能 力 や ス トラ テ ジー,日 本 の社

会 ・文 化 につ い て の 知 識 を含 め た,幅 広 い教 育 の場 で あ る と言 え る」 と

し,「教 室外 の 実 生 活 にお け る 日本 人 との イ ン ター ア ク シ ョ ンにす ぐ応 用

で き る」 とい う点 か ら,そ の有 効 性 を指 摘 して い る。 ま た,高 崎 ・古 川

(2000)は,中 上級 の学 習 者 に対 して,実 生 活 で 起 こ りう る状 況 と話題 を

設定 して,ビ ジ ター と と もに ロー ル プ レイ を行 う こ との有 効 性 につ い て 報

告 してい る。 さ ら に,村 岡(2001)は,ビ ジ タ ーセ ッシ ョ ンで 上 級 の 学 習

者が ビジ ター とデ ィス カ ッシ ョン とデ ィベ ー トを行 う活 動 を通 して,話 す

技能 と聴 く技 能 の 向 上 を図 り,ビ ジ ター セ ッシ ョンが授 業 と授 業 外 で の 言

言吾使 用 場 面 との 橋 渡 し的役 割 を果 た す 点 を指 摘 してい る 。

この よ うに,ビ ジ ター セ ッシ ョンの 活用 の 目的 に は,言 語 運 用 能 力 の向

上や,ス トラ テ ジー 教 育,知 識 情 報 を与 え る場,協 同活動 の場,出 会 いの

場 な ど,様 々 な も の が あ る。 本 稿 で は,JordenandWalton(1987),

Jorden(1987)が 主 張 す る 「ACTの 授 業 」 の 概 念 の 一 部 を応 用 して,ビ

ジター セ ッシ ョ ンを母 語 話者 との実 際 の 言 語 運用 の場 と して位 置 付 け る。

そ して,こ の よ うな ビ ジ ター セ ッシ ョン を取 り入 れ る こ と に よっ て,談 話

能力 の 向 上 を 目指 した会 話 の授 業 の可 能 性 につ い て検 証 す る。

3.ビ ジ ター セ ッシ ョン を導 入 した会 話 の 授 業

3,1コ ー ス全 体 の構 成 と学 習 者 の 背景

早 稲 田大 学 国 際 部 にお け るTransnationalProgramの 」4Bク ラス2)で,

2)TransnationalProgramと は,主 に,米 国 の 大 学 か らの留 学 生 を対 象 に1月 一
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2002年4月 か ら6月 まで の春 学期(1日2時 問15分,週4回)に 実 践 した

会 話 の授 業 につ い て報 告 す る 。学 習 者 は,全7名(日 系 ア メ リカ人4名,

中 国系 ア メ リカ 人1名,中 国系 ア メ リ カ移民1名,中 国系 オ ー ス トラ リ ア

移 民1名)で あ っ た。 こ の 春 学 期 に は,主 に,4月 か ら 『Total

Japanese』3〉の31課 か ら40課 まで の 初 級 後 半 の 学 習 項 目 を扱 っ た授 業 と,

「イ ンタ ビュ ー ・プ ロ ジ ェ ク ト4)」に よ って,文 法,会 話,漢 字,読 解,

作 文 を総 合 的 に学 習 させ た 。 これ らの授 業 と併 行 して,5月 下 旬 か ら6月

下 旬 にか け て,週3回 程 度,全13回 にわ た り,ビ ジ ター セ ッシ ョン を導 入

した。 そ の 目的 は,4月 と5月 の2ヶ 月 間 に学習 した文 法 と会 話 を総 合 的

に実 践 運用 す る機 会 を作 り,談 話 能 力 の 向上 を図 る こ とで あ っ た。

コ ース 全 体 の評 価 は,ク イ ズ(語 彙,文 法,漢 字)25%,オ ー ラル イ ン

タ ビュ ー テ ス ト30%,コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・タス ク(タ ス ク,ビ ジ ター

セ ッシ ョン)25%,宿 題10%,出 席 ・平 常 点10%を 基 に して な され た が,

ビ ジ ター セ ッシ ョ ンの 評価 は,コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン ・タス クの 中で行 い,

ビ ジ ター セ ッシ ョ ンヘ の積 極 的 な参 加 態 度,感 想 シ ー トの 提 出,自 己 反省

6月 まで 実 施 され る 日本 語 集 中 プ ロ グ ラ ムで あ るが,1月 一6月 ま で参 加 す

る者 と,1月 一3月 まで参 加 す る 者 と,4月 一6月 まで 参 加 す る者 が い る。

1月 一3月 まで は,コ ミ ュ ニケ ー シ ョン を中 心 と し た 日本 語 集 中 プ ロ グ ラ ム

と2週 問の 新 潟 県 へ の ホ ー ムス テ イか ら な る。4月 一6月 まで は,午 前 中,

国 際 部 の 日本 語 プ ロ グ ラ ム と併 設 し た 日本 語 ク ラス に参 加 し,午 後,「 コ ア

科 目」 で 早 稲 田大 学 学 部 生 と共 に 英 語 で 専 門 科 目 を履 修 す る・ 国 際 部 の 日本

語 ク ラ ス は,J1-J13(初 級 前 半一 超 上 級)ま で あ るが,本 稿 で報 告 す る 「J4B

ク ラ ス」 は,国 際 部 の 「MAク ラ ス」 に併 設 され てい た初 級 後 半一 初 中 級 の

ク ラス で あ る。 学 習 者 は み な基 本 的 に は,学 生 寮 に滞 在 し てい た・ 本 稿 で取

り上 げ た 「J4Bク ラス」 での 授業 は,TransnationalProgramの プ ロ グ ラ ム ・

コー デ ィネ ー ター に活 動 内 容 を相 談 した上 で,筆 者 が 実 施 した もの で あ る 。

本 稿執 筆 につ い ては,「J4Bク ラ ス」 の学 習 者 の 承 諾 を得 た 。

3)早 稲 田大 学 国際 部 の 初級 一 初 中 級 の 日本語 ク ラス で 用 い られ て い る教 科 書 。

4)イ ン タ ビ ュ ー ・プ ロ ジ ェ ク トで は,学 習 者 が テ ー マ と質 問 項 目 を決 め て,イ

ン タ ビ ュ ー を し,そ れ に つ い て の レポ ー トを書 き,口 頭 発 表 をす る。 「Total

Japanese』 の39課 と40課 で 扱 わ れ てい る。
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文の提出を基に行った。

3.2ビ ジタ ー の募 集 方 法

ビジ タ ー の募 集 は ・早 稲 田大 学 国 際 部 の ビジ ター募 集 メ ー リン グ リス ト

のメ ンバ ー,お よび,早 稲 田大 学 日本 語教 育 研 究 セ ン ター主 催 の 日本 語 教

育 学公 開講 座 の 受講 生 に対 して行 った が,約60名 の 応 募者 の 中か ら41名 の

国際 交流 に 関心 を持 つ 大 学 生 と社 会 人 が ボ ラ ンテ ィ アの ビジ タ ー と して 参

加 した 。 ビジ ター に は,事 前 に,Eメ ー ル で,セ ッ シ ョ ンの 日時 と概 要 を

知 らせ た が,特 に準 備 は必 要 な く,事 前 に指 示 した こ とは,国 際 交 流 パ ー

テ ィー な どで外 国 人 と初 めて 出 会 った 時 にす る よ う な会話 を,留 学 生 と 自

由 に 日本 語 で して,お 互 い を知 り,友 好 を深 め て ほ しい とい う こ とだ け

だっ た 。 また,こ の セ ッシ ョンの 目的 は,日 本 語 の 初 級 の文 法 を学 ん だ 留

学 生 が 初対 面 の 日本 語母 語 話 者 と 日本 語 で楽 し く会 話 して,交 流 す る こ と

を通 して,よ りよい 人 間 関係 を築 く力 を 身 に付 け る こ と にあ る と伝 え て

あっ た 。 ま た,各 ビジ ター セ ッシ ョンで の会 話 終 了 後 に は,留 学 生 との 会

話 に つ い て の感 想 シー トに記 入 して も ら う こ と も依 頼 して おい た ・

3.3会 話 の授 業 の3段 構成

こ の 会 話 の 授 業 は,JordenandWalton(1987),Jorden(1987)の

FACT/ACTの 概 念 を参 考 に,(1)準 備 レ ッス ン,(2)ビ ジ タ ーセ ッシ ョ ン,

(3:反省 会 とい う3段 階 か ら構 成 した 。 そ して,こ の3段 階 を毎 回 繰 り返 し

行 い,談 話 能力 の 向上 を 図 っ た。

まず,(1)「 準 備 レ ッス ン」 で は,会 話 で の談 話 技 能 の用 い方 につ い て の

知 識 を獲 得,意 識 化 し(FACT),そ して,教 師 の監 督 の 下 で,口 頭 運 用

練 習 を行 う(ACT)。 次 に,「 準 備 レ ッス ン」 の 直 後 に行 わ れ る コ ミュ ニ

ケー シ ョ ン実 践 活 動(ACT)と し て の(2〉 「ビ ジ タ ー セ ッ シ ョ ン」 で5),

5)ビ ジ ターには,準 備 レッス ンが終了する頃の時間 を指定 して,教 室 に来 て も
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「準 備 レ ッス ン」 で学 んだ 談話 技能 を実 際 に用 い る と同時 に,ビ ジ ター が

用 い る談話 技 能 につ い て観 察 す る。 最 後 に,ビ ジ ター セ ッシ ョ ン終 了 直 後

に行 わ れ る(3)「反 省 会 」 で,学 習者 は会 話 感 想 シ ー トに記 入 して 自分 の 会

話 力 を内省 し,ビ ジ タ ーが 書 いた感 想 シ ー トの コ メ ン トを読 み,教 師 か ら

の フ ィー ドバ ック を受 け,次 の ビジ ター セ ッシ ョ ンに備 え る。 この繰 り返

しを集 中 的 に行 うこ とに よ り,毎 回 の授 業 で新 しい談 話 技 能 を身 に付 け る

と同時 に,前 回 の談 話 技 能 を繰 り返 し用 い て,そ れ らの 談 話 技 能 を無 意識

に使 え る よ うに して い く とい う積 み上 げ式 の過 程 を取 った 。

【図1】 会話の授業の3段 構成

(1)匿亟(30-50分 程度)

参加者:学習者・教師

(知識獲得意 識化 ・練習〉 繰り返し
　　　　 　　　

9

(2)匡 璽(10-60分 程度〉 無意識化

参加者:学 習者 ・ビジター ・教 師

(コミュニケーション実浅活動,談 話 技能 の使用 ・観察)

ム　　

u

(3)團(10-20分 程度〉

参加 者:ビ ジター(感 想シー ト記 入後退 室)・学習者 ・教 師

(学 習者 の内省 ・教 師とビジターからのフィードバック)

(1)「準 備 レ ッス ン」 で取 り上 げた談 話 技 能 は,初 対 面 の会 話 で 使 用 頻度

が よ り高 くて,重 要 だ と教 師が判 断 した もの か ら順 に提 出 し,学 習 者 が そ

れ らの談 話技 能 を毎 回 の ビジ ターセ ッシ ョ ンで繰 り返 し用 い る こ とで,無

意 識 に用 い て い け る よ う に な る こ と を 目指 し た6)。 【表1】 に,今 回 の 準

らうことに していたので,早 めに来 て しまった ビジター以外 は原則 的に準備

レッス ンには参加 して いなかった。 反省会 も,会 話 感想 シー トを書 いて も

らった後 は退 出 して もらったので,教 師か らの フィー ドバ ックや学習者 との

反省デ ィスカ ッションには参加 していなかった。

6)教 師の側 には,初 対面 の会話の談話 技能項 目の全体像 があったが,実 際 に,

毎 回のビジ ターセ ッションでの学習者の様子 を見 て,談 話技 能の弱点 を補 っ

てい くとい う形 を取った。 したがって,授 業の は じめに学習 者 に対 して は,
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備 レ ッス ンで 扱 った 談 話技 能 を提 出順 に示 した。 なお,準 備 レ ッス ンで 用

いたハ ン ドア ウ トは,【 資 料 】 と して載 せ た7)。

【表1】 準備 レッス ンで取 り上 げた談話技能

1.聞 き返 しの仕 方 【資料1】

2.会 話の進め方(初 めて会 う人 と話す時の注意点)【 資料2】

3.会 話 の型(相 手 に質問 してもらう,お互 い質問 し合 う,相 手 について質問 し

てい く)【資料3】

4.い い聞 き手 になるために(あ いづち ・評価表現)【 資料4】

5.質 問 の 仕 方 【資 料5】 ・質 問 リス トの作 成

6.い い話 し手 になるために 【資料6】

(文と文 をスムーズ にす る ・順番 に説明す る ・説明 をや わ らか くす る ・動 き

をつ ける ・感情 を入れる ・まとめる/評 価する〉

7.話 題 の始め方 ・終わ り方 【資料71

8.会 話 の始め方 ・終わ り方 【資料8】

9.目 上 の人 と話す(敬 語)

「日本 人 と初 め て 会 っ て 自由 に話 す 時 の ス ム ー ズ な話 し方 の練 習 をす る」 と

だ け 伝 えて お き,具 体 的 な談 話技 能 の項 目 につ い て は提 示 しなか った 。

7)【 資 料11は 学 習 者 が 「会 話 が 分 か らない 時 は あ いづ ち だ け打 っ て分 か っ て

い る ふ り をす る こ とが あ る」 と述 べ て い た の を参 考 に筆 者 が 作 成 した。 【資

料2】 の 「初 め て 会 う人 と の 会 話 で よ く出 て くる 話 題 」 は,三 牧(1993:

51)よ り引 用 した もの で あ る 。 【資 料3】 は 中井(2002,2003b)を 参 考 に し

た 。 【資 料41は 富 阪(1997:107),Kato[Nakai](1999),Nakai(2002),

中 井(2002,2003a)を 参 考 に ま とめ た もの で あ る。 【資 料5】 は斎 藤(1989

:45-44),佐 々 木(1998),中 井(2002,2003b)を 参 考 に した 。 【資 料6】

は 初 級 で 習 う文 型 を筆 者 が 談 話技 能 と い う観 点 か ら ま とめ た もの で あ る。

【資 料7】 と 【資 料8】 はKato[Nakai](1999),Nakai(2002),中 井

(2002,2003a,2003b)を 参考 に ま とめ た もの で あ る。 なお,準 備 レ ッ ス ン

用 ハ ン ドア ウ トは,学 習 者 の 前 回の ビ ジ タ ー セ ッ シ ョン を見 て,必 要 な項 目

を取 り上 げ,毎 回 の レ ッス ンで 一 部 ず つ 配 付 した 。
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ビ ジ ター セ ッシ ョ ンの 難 易 度 は,会 話 参 加 者 の 人数 と会 話 をす る時 間 に

よ っ て,易 か ら難 へ と変 化 させ,学 習 者 が次 第 に ビジ タ ー セ ッシ ョン に慣

れ る こ とが で きる よ うに配 慮 した。 まず,会 話 の 相 手 の 人 数 で あ るが,学

習 者7名 対 ビ ジ ター1名 か ら始 め,回 を重 ね る ご と に,2,3名 対1名,

1対1に な る よ う に し,最 終 日に は,1対2に した 。 また,会 話 時 問 は,

は じめ は10分 問 と し,そ の後,20分 間,30分 間 と徐 々 に長 くして,後 半 に

は60分 間大 学 の カ フ ェテ リア で リラ ックス して 行 わ れ る こ と もあ っ た 。 ま

た,ビ ジ ター セ ッシ ョン中 の教 師 の役 割 は,主 に,各 グル ー プ を回 っ て,

会 話 を観 察 し,語 彙 や 話題 に困っ て い た ら助 言 す る こ とで あ った 。 ま た,

英 語 で 話 した が る学 習 者 や ビ ジター が い る場 合 は,日 本 語 で 話 す よ う に口

頭 で 促 した 。 そ して,会 話 の 中で気 づ い た文 法 の誤 用 や 談 話 技 能 の 改 善 を

要 す る点 等 につ い て メモ を してお き,反 省 会 の 時 に学 習 者 に 口頭 で フ ィー

ドバ ック した 。

今 回行 った ビジ ター セ ッシ ョンは,主 に2種 類 あ る。一 つ は,準 備 レ ッ

ス ン と反省 会 との3段 階 で行 な うセ ッ シ ョンで,初 対 面 の ビ ジ タ ー8)と 自

由 に 日本 語 の会 話 を し,会 話 の実 践 練 習 を行 う と と もに,お 互 い を知 り,

友好 を深 め る もの で あ る 。 もう一 つ は,学 習 者 が 各 自の テ ー マ に つい て発

表 す るの を聞 い て,ビ ジ ター が質 問 や コ メ ン トを した後 で,小 グ ル ー プ に

分 か れ て,そ れぞ れの 発 表 内容 につ い て デ ィス カ ッシ ョン をす る もの で あ

る9)。 会話 の授 業 の ス ケ ジ ュ ー ルは,【 表2】 の 通 りで あ る。

8)日 本 に留学 している学 習者は,教 室外の様 々な場 面で,初 対面 の 日本語母語

話者 と出会 う確 率が高 い と思われるので,ビ ジ ターは,初 対面の 日本語母語

話者 に限定 した。

9)こ れは,5/30,6/25,6/27に 行 なった学習者 に よる口頭発 表の3日 間のみで

ある。 このセ ッションには,初 対面 のビジターセ ッションに一度参加 したこ

とのあるビジターで も参加するこ とがで きるように した。
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【表2】 会話の授業のスケジュール

5/30 Lビ ジターセッション①:受 身形を使 った話の発表 をビジターAが 聞いて質疑応答する。

沐) (ビ ジ ター1名,20分 程度)

2。 ビジ ターセ ッシ ョン②:ビ ジ ターAに つ いて 自由に質疑 応答す る。

(ビ ジ ター1名,工0分 程度,7対1)

3.反 省会:あ いづ ち,評 価 表現,で す/ま す 体

4.ビ ジ ターセ ッシ ョン③:ビ ジ ターBに つ いて 自由に質疑 応答す る。

(ビ ジ ター1名,15分 程度,7対1)
5.反 省会;聞 き返 し,ビ ジ ターA,Bの 違 い。感想 シー トを作成 する。

6/3 L準 備 レッスン:潮iき懸 鞍の獲露(ハ ンドアウ ト使用 【資料1】)

帽) 2、 ビジ ター セ ッシ ョン④:自 由 会話 をす る。(ビ ジ ター3名,20分 程度 ,2,3対 工)
タス ク:分 か らない言葉 を聞 き返 してメモ し,提 出す る。

3.反 省会:感 想シートを作成する。嚢講巖逡纏露(ハ ンドアウ ト使用 【資料21)

6/4 L準 備 レッスン:嚢 談鋤盤,撫 難鑓講誕欝鑛i渥簗鐵1紛1鍵瓢霧欝譲叢灘蒙萎i欝灘義麺穫舞i羅豫㍑

(火) (ハ ン ドアウ ト使 用 【資料31【 資料4】)

2、 ビジターセ ッション⑤:自 由会 話 をす る。(ビ ジ ター3名,20分 程 度,2 ,3対1〉
3.反 省 会:感 想 シー トを作成 す る。

6/6 1,準 備 レ ッス ン:翼 瞬㊨綾露(ハ ン ドアウ ト使用 【資料5】)

(木) 鷺醗鰹蕪.嚢を作成 して提出する。
2,ビ ジターセ ッシ ョン⑥:自 由会話 をす る。(ビ ジター4名,20分 程 度,1,2対1)
3.反 省会:感 想 シー トを作成 する。

6/!0 L準 備レッスン:NS-NSの 会話を聞き,文 字化資料を見て談話技能を分析する。

(月) (ハ ン ドァウ ト・オーデ ィオテー プ使 用)

撫藤雛 麟霧羅義灘蓬麹縷(ハ ンドアウト使用 【資料6】)

2.ビ ジ ターセ ッシ ョン⑦:自 由会話 をする。(ビ ジター4名,20分 程度,1,2対1〉

3.反 省会:感 想 シー トを作成す る。

6/11 L準 備 レッスン:籔 縣雛 馨懇籟簸難滋罎織(ハ ンドアウト使用 【資料6】〉

(火) 2.ビ ジ ターセ ッシ ョン⑧:自 由会話 をする。(ビ ジ ター3名 ,30分 程度,2,3対1)
3.反 省 会:感 想 シー トを作 成す る。

6/13 L準 備 レッスン:NS-NNSの 会話 を聞き,文 字化資料 を見て談話技能を分析する。

(木〉 (ハ ン ドア ウ ト ・オーデ ィオテー プ使 用)

謡選鑛糞護嚢欝鰯隷瓢縫瀬蒙灘(ハ ンドアウ ト使用 【資料7】【資料8】)
2.ビ ジターセ ッシ ョン⑨:自 由会 話 をす る。

(ビ ジター5名,60分 程 度,大 隈庭 園前 カフェ にて,1,2対1)

3.反 省 会1感 想 シー トを作 成す る。

6/工7 L準 備レッスン:簗 載譲 霧譲譲講復習(市 販教材ハンドアウト使用)

(月) 2,ビ ジターセ ッシ ョン⑩:敬 語ハ ン ドアウ トの問題 の答 えあ わせ をする。

自由会話 をす る。(ビ ジ ター3名,60分 程 度,2,3対1)

3.反 省会:感 想 シー トを作成 する。

6/20 L準 備レッスン:嚢 認磁襲覇鞭欝(ハ ンドアウト使用 【資料8】〉

(木) 2.ビ ジ ターセ ッシ ョン⑪:自 由会話 をす る。(ビ ジター6名 ,30分 程度,2対1)
3.反 省会:感 想 シー トを作成 する。

6/25 1・ ビジ ターセ ッシ ヨン⑫:イ ン タビュー ・プロジ ェク トの発 表 をす る。

(火〉 (ビ ジ ター6名,一 人約10分 問,全4名 発表)

全体で質疑応答をする。(10分程度〉

グループ別 にデ ィスカ ッシ ョンをす る。(15分 程度)

6/27 Lビ ジ ター セ ッシ ョン⑬:イ ンタ ビュー ・プロジ ェク ト発表

(木) (ビ ジ ター2名,一 人約10分 問,全3名 発 表)

全体で質疑応答をする。(工0分程度〉
グ ループ別 にデ ィスカ ッシ ョンをする。(15分 程 度)
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3.4準 備 レ ッス ン とビ ジ ター セ ッ シ ョ ンの授 業

以下,聞 き返 し,あ いづ ち と評価 表 現,会 話 の 型 』質 問 表現,話 題 の 始

め 方 ・終 わ り方 につ い て の準 備 レ ッス ン とビ ジ ター セ ッ シ ョン につ い て 説

明 す る 。

① 聞 き返 し(6月3日):

まず,相 手 の話 に対 して 「分 か らな い こ とを は っ き り伝 え る」 か ら 「分

か らない こ とを伝 え ない 」 まで の段 階 別 表現 リス ト(【資 料1】)を 教 師 が

見 せ て,学 習 者 が い つ もどの 表現 を どの よ うな時 に用 い て い る か を確 認 す

る 。 また,教 師 が意 識 的 に未 習語 彙 を用 い て体 験 談 を話 して,学 習 者 に 聞

き返 しをす る よ うに促 す 。 この 時 に,早 口で 言 っ た り,難 しい単 語 を用 い

て,学 習 者 が 聞 き返 して くるの を少 し長 め に待 っ た り,文 脈 か ら未 習 語 彙

を類推 させ て,聞 き返 しを させ な い よ う に した りす る等,聞 き返 しの仕 方

の様 々 なパ ター ン を与 え て,学 習者 に反 応 させ る 。次 に,学 習 者 同士 が ペ

ア ー に な っ て,自 由 に会 話 しなが ら,お 互 い に聞 き返 し をす る 練 習 を行

う。 そ して,そ の 直 後 の ビジ ター セ ッシ ョ ンで の タス ク と して,ビ ジ ター

が 用 い る知 らな い言 葉 を聞 き返 して,そ の意 味 を メモ して お き,セ ッ シ ョ

ンの終 了後 に語 彙 リス トを作 って提 出 す る よう に指 示 し,聞 き返 しを積 極

的 に行 う動 機 付 け をす る。

② あい づ ち と評 価 表 現

1回 目(6月4日):ま ず,ど の よ うな あ い づ ち や 評 価 表 現 を 聞 い た こ と

が あ る か につ い て,学 習 者 同士 で 話 し合 わ せ る 。 そ して,「 丁 寧 ・普 通 ・

カ ジ ュア ル」 とい う レベ ル 別 に分 け た あ い づ ちの リス トと,「 へ 一,そ れ

は よか っ た で す ね え。」 「へ 一,す ご い 。」 等 の 好 ま しい状 況 に対 す る評 価

表 現,「 あ 一,そ れ は大 変 です ね え。」 「う わ 一,ひ ど い1」 等 の 好 ま し く

ない 状 況 に対 す る評 価 表 現 の リス ト(【 資 料41)を 与 え て 用 法 を確 認 す

る。 次 に,学 習 者 の 一 人 に昨 日あ っ た こ とにつ い て の話 を させ て,教 師 が

あい づ ち を打 つ の を他 の 学 習者 に観 察 させ,後 で 感想 を言 わ せ る 。次 に,

教 師 が話 す の に対 して,学 習 者 全 員 が あ い づ ち を打 つ 練 習 を行 う。 こ の

一89一



時,教 師 の期 待 す る タ イ ミングで あい づ ち を打 た な か っ た場 合 は,ポ ー ズ

を長 くと り,学 習 者 を見 つ め て,あ い づ ち を促 す よ うにす る。 この段 階で

は,全 員 が 同時 に大 声 で あ いづ ちや評 価 表 現 を言 わ され るの で ,や や 不 自

然 な や り と りに な るが,リ ズ ム と タイ ミ ング を覚 え る に は効 果 的 で は ない

か と思 わ れ る・ そ の 後,学 習 者 同 士 が ペ ア ー に な り,自 由 に 会話 を しなが

ら,あ い づ ち と評価 表現 の練 習 を行 う。 そ して,そ の 直後 の ビジ ター セ ッ

シ ョ ンの タス ク と して,ビ ジ ター の話 に対 してあ い づ ち や評 価 表 現 を実 際

に使 って み る よ う に指 示 す る。 ま た,3,4人 で 話 して い る際 に,ビ ジ

ター が 他 の 学習 者 の話 に対 して用 い てい るあ い づ ち や評 価 表 現 を よ く観 察

し,そ の真 似 を して 自分 も使 っ て みて,タ イ ミ ン グやバ リエ ー シ ョ ンを体

得 す る とい うこ と も課 す 。

2回 目(6月10日):初 対 面 の 母 語 話 者 同 士 の 会 話 の 音 声 テ ー プ を 聞 か

せ,何 で も気 づ い た こ とを話 し合 わせ る。 次 に,そ の会 話 の 文 字化 資 料10)

を見 な が ら,あ いづ ち ・評価 表 現 ・質 問表 現 な どの箇 所 に印 を付 け させ,

どの よう な タ イ ミ ン グで使 われ て い る の か を考 え させ ,そ の後 の ビ ジ ター

セ ッシ ョン に備 え させ る 。

③ 会 話 の 型 ・質 問表 現

1回 目(6月4日):3種 類 の会 話 の型 の リス ト(【 資 料3】)を 見 せ ,話

す相 手 に よ って話 し方 を色 々 変 え る とい う こ と を意識 化 させ る。 まず 第1

は・ ビ ジ ター か ら頻 繁 に質 問 して もら う とい う もの で あ る。 これ は ,学 習

者 が 緊 張 して 自信 が ない 時 や,ビ ジ ター が頻 繁 に 質 問 して くる 人 の場 合 で

あ る。 第2は,学 習 者 と ビ ジ タ ーが お 互 い に 質 問 し合 う とい う もの で あ

る・ で きる だ け 同 じ話題 を長 く続 け,お 互 い の共 通 点 を見 出 す よう に話 し

て,相 手 に興 味 を持 って い る とい う態 度 を示 す のが よい と教 師 か ら助 言 す

る。 第3は,学 習 者 が ビジ タ ー につ い て 質問 して い くとい う もので あ る 。

これ は,イ ン タ ビュ ーす る時 や 相手 が あ ま り話 さ ない 静 か な人 の場 合 で あ

10)Kato[Nakai](1999),中 井(2003a)よ り抜 粋 。
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る 。 質 問す る時 は,前 の話 題 とのつ なが りに気 をつ け る よ うに指 示 す る ・

2回 目(6月6日):会 話 を進 め る ・い い 人 問 関 係 を作 る等 の 質 問 表 現 の

機 能 や,疑 問詞 の文 型 を リス ト(【資 料5】)で 復 習 し,口 頭 練 習 を行 う。

そ して,初 対 面 の相 手 にで きる 質問 の リス トを,男 女 ・大 学 生 ・社 会 人 別

に作 成 させ,話 題 の準 備 を させ る。

④ 話 題 の 始 め方 ・終 わ り方(6月13日)

初 対 面 の 母 語 話者 と中級 レベ ルの 非 母 語 話 者 の 会 話 の音 声 テ ー プ を 聞 か

せ,そ の文 字 化 資 料11)を見 なが ら,話 題 の展 開や,あ いづ ち ・評 価 表 現 ・

質 問 表 現 の 仕 方 に つ い て 気 づ いた こ とを 話 させ る 。 この 時 に使 う会 話 の

テ ープ は,ス ム ーズ にや り取 りが行 わ れ て い る会 話 と,う ま くあ いづ ち な

ど が 入 れ られ ず,沈 黙 した り,唐 突 に話 題 を変 え た り して い る もの を選

び,会 話 の進 め方 に対 す る意識 を高 め させ る ・ そ の後,話 題 の 始 め 方 と し

て,「 あ の 一」 「え っ と一」 な どの 相 手 の 注 意 を引 く表 現,接 続 詞 等 を,話

題 の終 わ り方 と して,評 価 表 現 ・ま とめ の 言 葉 ・あ いづ ち ・沈 黙 ・笑 い 等

を挙 げ て ま とめ た リス ト(【 資料7】)を 渡 し,学 習 者 の意 識 化 を はか る 。

そ して,そ の 後 の ビジ ターセ ッシ ョンで,そ れ らの 要 素 を使 っ てみ る と同

時 に,ビ ジ ター が ど の よ う に話題 を開 始 し,終 了 して い る か を観 察 さ せ

る。

4.学 習者の反省文と授業評価

上記のコースがすべて終了した後に,学 習者 に英語で反省文 と授業評

価12〉を書かせたが,そ の中から談話能力についての部分を和訳 して,分 析

する。なお,引 用した文の後に学習者A-Gの アルファベッ トを付けた。

まず,会 話の授業から学んだこととして,「挨拶の仕方や日本人と日本

語で会話する方法が分かった。(A)」 とい う指摘があった。また,聞 き返

11)Kato[Nakai](1999),中 井(2002)よ り抜 粋 。

12)授 業 評 価 は,教 師 が今 後 の授 業 改 善 の 参 考 にす るた め に作 成 して,授 業 最 終

日に行 っ た もの で,国 際部 のコ ー スエ バ リュ エ ー シ ョン とは 別 に実 施 した 。
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しにつ い て は,「 分 か ら ない 言 葉 を ビ ジ タ ー に聞 くこ とに よ っ て ,日 本 語

が上 達 し た。(A)」 とい う ものが あ っ た。 この こ とか ら,ビ ジ タ ー に分 か

らな い言 葉 を聞 き返 して 語 彙 リ ス トを作 成 す る とい う タ ス ク を課 し たた

め,積 極 的 に聞 き返 し をす る動 機 付 けが で き,学 習 者 も語彙 を増 やす こ と

がで きた と い う こ とが 伺 え る。 ま た,初 対 面 の会 話 に つ い て は,「 突 然

会 っ た 人 と話 す の は大 変 な努 力 が い る とい う こ とが 分 か っ た。(B)」 とい

う もの が あ っ た 。

準 備 レ ッス ン と ビジ ター セ ッ シ ョン との 組 み 合 わ せ につ い て は,「 準 備

レッス ンで 習 っ た もの を全 部組 み合 わせ て ,で きる だ け ビ ジ ター セ ッ シ ョ

ンで 最 も 自然 な状 況 を作 り出す よ うに した 。色 々 なお 勧 め の 話題 リス トや

語 句 の他,語 彙 が 分 か らな い時 に どうす るか な どを教 え て も らえ た の は,

とて も役 に立 った 。(B)」,「 準 備 レ ッス ン とビ ジ ター セ ッ シ ョン を セ ッ ト

にす る の は役 に立 ち,分 か りやす か っ た。(D)」 とい う もの もあ っ た。 こ

のこ とか ら,学 習者 自身,準 備 レ ッス ン と ビジ ター セ ッシ ョ ンを結 び付 け

て,準 備 レ ッス ンで扱 っ た談 話項 目を意 識 して 用 い よう と した こ とが分 か

る。 反 対 に,「 準 備 レ ッス ン とそ れ ぞ れ の新 しい 人 と話 す ビ ジ ター セ ッ

シ ョ ンを つ な げ る の は,少 し難 しか っ た。 話 した 人 はみ な性 格 が 違 う の

で,人 に よ って 話 しや す い人 とそ うで ない 人 が い た 。(C)」 とい う もの も

あ り,初 対 面 の 会 話 の難 し さを示 す もの もあ っ た。

全体 の 印 象 ・感 想 と して,「 今 回 の ビ ジ ター セ ッ シ ョンで は,新 しい 語

彙 と文 型 と話 す ス タイ ル を 『本 当 の 世界 』 の状 況 の 中 で練 習す る機 会 を与

えて くれ た 。 ク ラス で ク ラス メー トとの練 習 に よ って も学 べ るが,日 本 人

との本 当 の イ ン タ ー ア ク シ ョン と は比 べ もの に な ら ない 。(D)」 とあ り,

ビジ ター との や り取 りが 会 話 の実 践 と して学 習 者 に とっ て有 意 義 で あ り
,

会話 学 習 へ の動 機 付 け に もな った こ とが 伺 え る。 また,「 自分 の 日本 語 の

会話 へ の 自信 と理 解 を増 す こ とが で きた 。(D)」 とい う もの もあ っ た。 さ

らに,以 下 の よ うな コメ ン トを した 学 習 者 もい た。

正 直 に言 う と,ビ ジ ターセ ッ シ ョンの は じめの 頃 は,日 本 語 で 知 ら な
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い 人 と話 す とい う こ とに はあ ま り乗 り気 で は な か っ た。 まだ 自分 が 自

由 に話 せ る ほ ど十 分 言 語 を知 っ て い る と も思 って い な か っ た。 そ れ

に,言 葉 を知 ら なか った り,日 本語 で 自分 の考 え を正 し く表 現 で き な

か った り して,会 話 の 途 中で だ ま りこ ん で しま っ た り した と き,す ご

くぎ こち な い気 持 ち に な った。 しか し,だ ん だ ん,ビ ジ タ ー セ ッ シ ョ

ンが 進 む に つ れ,正 しい 文法 や 語 彙 を使 う よ う には じめ に ゆ っ く り考

え てか ら話 す こ とが な くな り,自 分 が 随 分速 く話 して い る こ とに気 が

付 い た。 た く さん の文 法 ミス を して い た の は 分 か る が,会 話 をす る の

が少 し簡 単 にな っ た。(E)

この よ うに,ビ ジ ター セ ッシ ョ ンを取 り入 れ る こ とは,学 習 者 の 自発 性

を高 め る の に効 果 が あ る の で はな い か と思 われ る。 また,毎 回 の ビジ ター

セ ッシ ョ ンの 繰 り返 しの 中 で,「 ビ ジ タ ー は私 の 弱 点 で あ る文 法 能 力 を 向

上 させ る機 会 を与 え て くれ た。(G)」 や,「 あ いづ ちが ほ とん ど無 意 識 的

な反 応 で で き る よ う に な っ た。(E)」,「 日本 語 の 話 し言 葉 を話 した り聞 い

た りす る能 力 を向 上 させ て くれ た 。(E)」 と あ る よ うに,文 法 能 力 や談 話

能 力 の向 上 を学 習 者 自身 も 自覚 して い た。

最 後 に,今 回の 会 話 の授 業 につ い て,「 知 らな い 人 と話 した くな い 日 も

あ る ので,ビ ジ ター が 毎 日来 るの は あ ま りよ くな い と思 う。(A)」 等,集

中 的 に初 対 面 の 人 と会 う こ との心 理 的 な負 担 を指 摘 した学 習 者 が7名 中3

名(A,D,E)い た。 ま た,「 コー ス全 体 を通 して,も っ と ビ ジ ター セ ッ

シ ョ ンが した か っ た。 毎 週 金 曜 日等 に した ら,そ の週 に新 し く学 んだ 文 法

を復 習 し,組 み合 わせ て使 う こ とが で き る と思 う。(F)」 と,コ ー ス の は

じめ か ら,文 法 な どの授 業 と組 み合 わ せ て,総 合 的,か つ,長 期 的 に ビ ジ

ター セ ッシ ョン を行 っ て ほ しい とい う もの が7名 中4名(A,D,E,F)い

た 。 さ ら に,ビ ジ ター セ ッシ ョンの 時 問 につ い て も,「20分 だ け とい う の

は短 す ぎて,毎 回 いつ も同 じこ とば か り話 して 終 わ っ てい た 。(D)」 とい

う もの もあ っ た。 これ は,時 問的制 約 が あ るの と,段 階 的 に徐 々 に会 話 時

問 を長 く してい くとい う配慮 を した た めで あ るが,今 後,改 善 す る余 地 は
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あ る とい える 。

5.ま とめ と今 後 の課 題

以 上 ・ 会 話へ の積 極 的 な参加 態 度 を示 す 談 話 能 力 の 向上 を 目指 した会 話

の授 業 の例 と して,準 備 レ ッス ン ・ビ ジ ター セ ッ シ ョン ・反 省 会 を取 り入

れた授 業 の 実践 報 告 を した 。特 に,聞 き返 し,あ いづ ち,評 価 表現,質 問

表 現,話 題 ・会 話 の始 め 方 ・終 わ り方 な どの談 話 能力 に焦 点 を当 て て,そ

の意識 化 を図 り,実 践 と観 察,反 省 とい う流 れ を持 つ 授 業 の 可 能性 につ い

て述 べ た ・ 準 備 レ ッス ンで取 り上 げ た 談話 技 能(FACT)を,そ の 直 後 に

行 わ れ る ビジ タ ーセ ッ シ ョ ン とい う コ ミュ ニ ケ ー シ ョンの 場 で 実際 に使 用

し(ACT),そ の後 の 反省 会 で そ れ につ い て 考 え る とい う授 業 の 流 れ を繰

り返 す こ とに よ り,学 習 者 の談 話 能 力 の 向上 の み な らず,会 話 をす る こ と

へ の動 機 付 け と 自信 に もつ な げ られ る とい う点 で
,今 後 も この よ う な会 話

の授 業 を コ ース の 一環 と して 取 り入 れ るべ きで は ない か と思 わ れ る。

今 後 の課 題 と して は,学 習 者 の 反省 文 に もあ った よ う に,初 対 面 の ビジ

ター と話 す ビジ ター セ ッシ ョン を4週 間毎 日の よ う に集 中 して行 うの は ,

学習 者 に とっ て 心 理 的負 担 に な る こ と もあ る の で,週 に1,2回,2,

3ヶ 月 の 問 に じっ く りと行 う等 の授 業 計 画 の 改 善 が挙 げ られ る。 また,反

省 会 で 学 習 者 と ビジ ター に よる会 話 の 感 想 シー トの記 入 を実 施 したが,今

後 は,ビ ジ ター セ ッシ ョンで の会 話 を録 画 し,そ れ を学 習 者 と見 なが ら改

善 点 につ い て フ ィー ドバ ック した り,談 話技 能 の上 達 過 程 を確 認 した りす

る こ とに よっ て,学 習者 が 自分 の 談 話 能 力 に つ い て再 認 識 す る段 階 を設 け

る必 要 が あ る。 また,初 対 面 の ビ ジ ター セ ッシ ョ ンだ けで な く,一 度 会 っ

た ビジ ター と再 び会 っ て話 す 「再 会 セ ッシ ョ ン」 を設 け る な ど して,ビ ジ

ター との よ り良 い 人 間 関係 の 構 築 を可 能 にす る よ う なセ ッ シ ョ ンを実施 す

るこ と も検 討 して い きた い。 最 後 に,今 後,会 話 教 育 の た め の談 話技 能 の

項 目 を整 理 し,学 習者 に合 わ せ て適 宜 取 り出 し,的 確 に指 導 で きる よ うに

す る こ とが 最 も重 要 な課 題 で あ る と思 わ れ る。 ビ ジ ター セ ッシ ョンは,あ
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くまでも,そ のような談話能力の向上のための会話教育の一手段であるの

で,そ の他 の効 果 的 な指 導法 や教室 活 動 を 開発 して い くこ とも,今 後 の 課

題 と した い 。エ3)

謝 辞 本 稿は,2003年3月 の 日本語教育方 法研究会(JLEM)で ポスター発表 した
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シ ョン ・反省会 を取 り入れ た授 業を例 に」 『日本語教 育方法研 究会誌』10.1:

20-21日 本語教育方法研 究会

一(2003d)「 話題開始部 ・中間部 ・終 了部 で用い られ る評価表現」 『日本語教 育

13)会 話分析活動 と演劇プ ロジェク トを取 り入 れて談話能力 の向上 を図 った総合

的授 業の実践報告 については,中 井(印 刷 中)を 参照。
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学 会 秋 季 大 会 予 稿 集 』233-235日 本 語 教 育 学 会

(印 刷 中)「 談 話 能 力 の 向 上 を 目 指 し た 総 合 的 授 業 一 会 話 分 析 活 動 と演 劇 プ ロ

ジ ェ ク ト を 取 り 入 れ た 授 業 を例 に 」 『小 出 記 念 日 本 語 教 育 研 究 会 論 文 集 』12小 出

記 念 日本 語 教 育 研 究 会(2004年3月 出 版 予 定)

ネ ウ ス トプ ニ ー,」,V.(1982)『 外 国 人 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 』 岩 波 書 店

一(1991)「 新 し い 日本 語 教 育 の た め に」 『世 界 の 日 本 語 教 育 』1:H4国 際 交 流

基 金 日本 語 国 際 セ ン タ ー

三 牧 陽 子(1993)「 初 対 面 会 話 に お け る 話 題 選 択 ス キ ー マ と ス トラ テ ジ ー 一 大 学 生

会 話 の 分 析 」 『日 本 語 教 育 』103:49-58日 本 語 教 育 学 会

村 岡 貴 子(2001)「 大 阪 大 学 短 期 留 学 特 別 プ ロ グ ラ ムOUSSEP上 級 日 本 言吾 ク ラ ス に

お け る ビ ジ タ ー セ ッ シ ョ ン2000年 春 学 期 の 実 践 報 告 」 『大 阪 大 学 留 学 生 セ ン タ ー

研 究 論 集 多 文 化 社 会 と留 学 生 交 流 』5:113-126大 阪 大 学 留 学 生 セ ン タ ー

村 岡 英 裕(1992)「 実 際 使 用 場 面 で の 学 習 者 の イ ン タ ー ア ク シ ョ ン 能 力 に つ い て 一

「ビ ジ タ ー セ ッ シ ョ ン」 場 面 の 分 析 」 『世 界 の 日本 語 教 育 』2:115-127国 際 交 流

基 金 日本 語 国 際 セ ン タ ー

Jorden,Eleanor.1987,Thetarget-nativeandthebase-native:Makingtheteam.

JournaloftheassociationofteachersofJapanese21.1:7-14

andA.RonaldWalton.1987Trulyforeignlanguages=Instructionalcha1-

lenges.TheannalsoftheAmericanaca(1emyofpQliticalandsocialscience,ed,by

Lambert,RichardDandAlanW.Heston490:110-124

Kato【Nakail,Yoko.1999.TopicshiftingdevicesusedinJapanesenative/nativeand

native/non-nativeconversations.UniversityofMinnesota:MAthesis.

Nakai,YokoKato.2002.Topicshiftingdevicesusedbysupportingparticipantsin

native/nativean(1native/non-nativeJapaneseConversations.JapaneseLanguage

an(iLiterature.36.1:1-25.
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岡野 喜 美子 ・長 谷 川 ユ リ ・大 塚 純 子 ・塩 崎 紀 子 ・ア ン松 本 ス チ ュ ワ ー ト(1994)

『TotalJapanese』 早 稲 田大 学

富阪 容 子(1997)『 なめ らか 日本 語 会話 』 ア ル ク
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零

ー

【寅料 翔1恥 き返 しの しカ、た

分からないことをはっきり孤える

すみ ません、ちょっと意味が分かりまぜん。
～,,、 ちょっと分か りませ1ん。

もう・・P度控っていただけ濠すか。

もう少しゆっくり循 していただけませノしか。

～・って どういう意味ですか。
～って侮ですか。

～')て 英諮で1"∫ですか、

～?(repe旦ilio轟)

～_(㈹ 脚liIionl

l、よい?

えっ?

ん?

はあ?

あの一噛,、

それは、～ ということですか。(pam凶rasc,shl)w¢xamplos,"c.)

う一ん【o。
P紐uso

ええ、ええ、ええ。...(叛 麟 が分かるまで閲幽 些ナる.}

(必要な分かる精報だけ聞き取る、/だ いたいの鋳報だけ分かる。)

託題をかえる

分からない二とを徴えない

盤盟1ピ ジターが使っていた知らないことばを聞き返して,
ことばのリストをみんなで作り蜜す.

1醸 郁 モしておきましょう.

【貿親2】 会託の鵬め方(観 めて会う人》

全 鋤 斌

r寧 に辞舌しましょうゆ

寧丁寧頻(Rcfi豚cdE、P爬ssio邸 です/ま す体)
せノいヤい

半尊敬頗(Rゆ 堪ct掴Expro35io馳sお 一になりますか。}
まれしマン

*議 該 請(HumbleExp陀ssi⊂mSお 一 しましょうか。)

輪

麟季の屡手を見て、遊づきすぎな いように。

鋤

はや 縄 えましょう.

憲れだ時 潮1)あ,す み ません,お 名前は ・

弼)お 名鹸、もう…臼麿おねがいします。

弼)～ さんで したっけ◎

麹

*鞘 季と配券の1司じ点を藻すようにしてみよう。

*辮 の櫛 しろいば ろ観 つけたβ撚 、それについてどんどλ)蹴 していきましょう.

率ブライベートなことを聞濤畔1奮ないよウにしましょう唖(鵜醸,苧 供,蒙激,戴1欠,貞羅莉ン)ご'=こ` .ぱ κ*聞かれて答えたくない聴は
、次のようなやわらかい雷葉で賎げましょう。

例濾 翫 繊 か凱 ます./磁 です../ど うでしょうねえ,

羅 なので、ちよつと,,.
*次 のようなdl㎜ な首い方はやめましょう.

膨D講 いたくないです!/そ れは失礼です!

一 よ.託嘘`塗Pかワ 『ンっど瀧う ◎・?吉5あ ト
大学張活1捜 業、サークル活動、キャンバス、ノ重イト、休みの口.遊 び

鞭1繍,鞘,猶 クル、鞍

簸履=醜/筆 循,鱗 嘉、嬬 鱒 麓

巽蹴 藻 憲の轍 、購 灘 、

鴇嘗 届 身鎚.捕 寡稜

靹:襯 施 マ、繍 、繍,願

繍 癩 霞 、轟
じ恥げん じら写ん じ恥`受験

=受 験.塾

翻 そ轍 、どんな繊 があるでしょう。(蝕 麟 、食ぺ物,癬)



1

㊤
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I

【資宰羅3】 会」舌σ),～11
ひ・いて 』マ愕1ん

Q&A¢)NS一 〉NNS榔 手に蛍〔!ll!して{)ら うq

('轍'し て 鵡 がないとき/僻 が献 さん幽 してくるとき1

②NSく 州NS繊 いに鋪 し働.(1励 縦 ら購 鞠 一.)
あいマ ロ　ドドしん①

)NNS一〉NS相 手1こついて質llllしu〔「いく。

(インタビュー一のとき/州 予が静かなタイブσ)とき〉

①NS一〉NNS:畢II手 が分かっているか見ながらゆっくり説り1していく。
ニとニご

*分 力、らない言菓がある時:
ごきげ

や さしい 言葉でi『いかえる。

掘・手に助けてもらう。

*漢 だ話したい時1

あの…/え っと一/え 一/そ うですねえ。

ちょっと待って ください。/な んて酋うんでしょう,

*分 からない詳彙を聞く時:
～は「1木藩で何ですか。/何 というんですか。

*そ の他のストラテジー一:

ジェスチヤーを使 う。/絵 をかく,

②NS<一〉NNS=な るべ くII・1じ話題を深く続け、お蕉いの同じ点を見つけ葱.ようにする。

*耐 …}について鱗 があ り,i髄 繰 、しろく聞いているという轍 観 せる,

嚇 かえし/㈱ の齢 レ コメント/く りかえし/あ いづち/鄭/目 鶴
しうちず　 ニぬ

*質 問されたら、(1)のよ うに答える。

*質 閻する時は、前の話題とのっなが りを 考える。

例)幹 竣/麺 探を聞かれた ら、遊竣/蓮 殊 を聞きかえす。

例)サ ツカー 罷>野 球 ヂ>サ ーフイン

③NNSウNSl② のように賢簡するとよい。舗題がころころ幽)ら ないように気をつけそ

*栴 手が分か らない討藁を使った時は,早 めに分か らないことを伝える。

例)～ …/～ って何ですか。/も う…度言っていただけますか。

/も う少しゆ・)くり話していただけませんか。

【資料4】 いい開き手になるために

雌 鉱左
ていねい

は い り/は い,は い 『 〆!はい.は い 、

え え./λ え,え え./え え,え え、

そ うで ㌔rか,

そ うな ん で す か 。

そ うで す オ、1?/そ う です ね え.r

そ うで し ょう ね'亀1/そ'う で しょ う ね え・

そ うで す よ ね?./そ ・うで す よ ね え も

そ の 通 りで す ね 。

本 当 です か?I

l
i

1
L._..

は い 。

え λ,

Fつつ

ね一・≒/ね 『一・ね 一㌔

/ね …ね … ね 一』9

あ ….〆 あ ・一あ一』。

/あ …・あ・一あ 》㌔

は あ 一/は}一 は ・-

/は 一一1よ一一は 一 。

う ノレ、 ・)ん、 うム・ぐ

う 一 ん ◎

=ヘー-}

え 一./え 、・・?

まあ!

冨あ ら』一』"

カ ジ ュ ア ル

うん 、/う ・・ん

ふ んふ ム,。/ふ ん,S・んふ んg/ふ …ん 。

そ う、 ■ そ うそ う 、/そ うモ うそ'う・

そ うか 。 《・う か あ。

そ う なの か/モ う なの 。

そ う だね?そ うだ ね え 、

そ う だ イ、ウ1,】?■ そ う だ ろ うオ試え ・

そ・う ～、1?/ぞ ーう才aえり

そ・〕で し よ ・》ね?/そ う'eし ょ う ね

え 、

そ・・)だよ ね?/そ うだ よ ね え 。

そ うよ オ、1?/そ 』うよ ね λ 。

脚 　 」籔 監
.乙僚_」

タイ ミング:_.._』_r._...___、 『_一
うん ああ うん あ一㍉ そうですか。

いいですねえ。

.泌 並
へ一、それはよか て)たですねえ./あ 一、よかった。

わ・一,い いですねえ。/わ 一.い いねえ。/わ 一㌦ いいなあ。
へ一,す ごいですねえ。/へ ・『一・,すごい!/へ 一・一、すごいなあ。

へ一、おもしろいですねえ。/へ 一,お もしろい。/へ …、おもしろいなあ。

うわ一、おもしろそうですねえ。/う わ一,お もしろそう。/う わ一、おもしろそうだなあ。
へ一一.そ れは楽 しいですねえ。/へ 一,楽 しい。/へ 一、楽 しいなあ。

うオ)一,お いしそうですねえ。/え 一、おいしそう(ね え)。/へ 一一,お いしそうだなあ。

え一、うらやましい。

あ一、それは芙愛でしたねえ。/あ ・一・、大憂1

それは残念ですねえ。/あ 一、残念。

うわ一、それはひどいですねえ/う わ一一、ひどい1/え 一、ひどいなあ。

え一,そ れはだめですよねえ,/え …、それはだめ(だ)よ ね。

え一、それは附りますよねえ。/え 一,そ れは困る(オ))よ ねえ。/え 一、

やだ。/や だ一・一。

*そ σ)他、自分の、敵見を少し,ぞってみる。

亟 易 ビジタ』『・の話を聞く時、あいづちやコ スントを使ってみましょう.
=三人で話 してみて、ビジターのあいづち,コ メン トをよく見て、

まねしていっしょに誌ってみましょう。

それは困るなあ。
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【資料5】 質問の仕方

麗 搬 之醗 、(駐幽

Dコ ミュニケ・一ションをしやすくするための質問

A,確 彦呂(Con5rma1ion,

L会 話を延める:栢 羊の メッセージを分かりやすくするための質商

例)Alあ んま1)好 きじゃないですねえ。

B:血_臆 笠か.`こ/だ.勧 畳/ど 立上エヱ/雌 並 艦/雌2

2、 轍 の舗1鱒 σ濱 簡を権麹 ・るための輔

例〉A乙行きますか?

B,麺 酎 ユ皿/幽./男.口 ですか呈ええ、行きますよ。

3.購 の撫(c、 、,、、prehcnsb馳)σ)鰭1胤 手σ)メツセー一ジを分か り何 く・シるた翻 鶴

例〉A:地 ド鉄でトー・・クンをな くしちゃったんです。血一.h』・=1=.ク.訟2.幽 劔

4,向 薪をもとめる(Seckagrcemem)

例)そ う思いませノuか?/そ うですよね?/そ う,(∋しょう?

n.漁 についての賛臨(聞 き鍛し)

例)～ ってどういう.愚味ですか?

こドんヒロヘいぺけ　し しへちいぴらゆい し　ペヘ
2)い い人問関係 ・社会関係を作るための質冊

1、奮 手に萸簾があるという届凌を見せる。

例)御 出身は どちらですか?

例)英 鰯がお竃早ですね。どこで 勉撮 なさ・)たんですか?

2、"1手 に興味を拝ってもらう話題を出す質冊

例)蚊 騎にあ薪 しいショッビングモールができるって知ってますか?

例)昨ll、 ワール ドカップ見求したか?

3、 鱒,赫 の もの.撫 こつし、ての擬(僥 、cO/楡 醸f。 一酬 。n)耀 く幽

例)趣 味は何ですか。/お 仕事は?

例〉スキ…がお好きなんですよね?

4,藩 の翫 ・室鎌 についてのセ嚇

例)ア メリカの音楽について どう恐いますか?

例)ワ ー・ル ドカップ、どの国が勝つと思いますか?

舳 魁
1)疑 問詞(Wh甲 ¢5ほ〔〕ns)

例)い つ,ど こ(ど ちら1.だ れ(ど なた)、何,ど れ、どっち(ど らら),ど の,

どんな(ど び)ような).ど うして、どのぐらい、どうやって(ど のように)、Clc,

2)～ か?/ね?【Yc州oqlしcsdons)

例)学 生さんですかマ/明ll、 行きますね?

3》 ～?IRisi[LgiI】lonaしiOn)

伊D学 生さんです?/1列1旦,行 くでしょう'～

1無1刻 ビ砂 切 ことをいろいろllllいて臆 しょう・

【資料6】 いい話し手になるために
一

1,文 と文をスムーズにする。
～と㌧～。

～たら,～7

～て ,～ て,～ 。
～けど、/～ けども,/～ が、～。
～ないで、/～ せずに、～
～時 ,/～1…Fl、/～ 後、/～ てから,～

それから、/そ一して、/そ れで,/で,

2.顯 番に1悦明する

はじめに、～,っ ぎに、～、それから,

3、 説明をやわ らかくする
～んです。

～んですけど,～ 。

～ですけど一。

へ・でマr【ナ↓げね剛
～ですよ。

～ですね1

4.動 きをつける
～てくる/～ いく

～し始める/～ し出す/～ し終わる

5,憲 構)を人れる
～てしまう/～ ちゃう

～てもらう/～ てくれる/～ てあげる

～される

～させる

/で も、/だ から,/そ した ら,/そ れでも、～。じに.

～
,で,～ 、 そ の 後 、 ～.最 後 に 、 ～

6,ま とめる/評 価する細nlm町&EviIlualioRofyoロrslory)

だから、もう大変なんですよ・一・。

でも、楽 しいですけどね。

それで,失 敗しちゃったんですよ一一㌔

で,お もしろいなあと.慰って。

隈1自 分の話をおもしろく槽手に譜してみましょう。
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【資料7】 講題の始め方 ・終わ り方

魎

1、購 のi濾 翻 ぐ1繍

あの一/え 一/え っと一/あ っ/ね え1
しじゆヤし

2、書鰍 詞(connCC"vos)

でも/じ ゃ/で/と ころで

妬

3,,揺を変える犠 境

薦は変わ りますが/請 を変えてすみませんが,/話 がそれますが
るトムロ　い

ぜんぜん関係ないんですが

4,,髄 思い出した駒'舗 £

あっそうだ1/そ ういえぱ/そ うそう!/あ っちょっと思い出 したんですけど

それで思 い炭したんですけど
ドロビ ひロうげム

5,語を戻す 表現

舗をもどしますが/さ っきの舐ですが

6,質問する時
～んですか。・一はい、そ'うです.一 あ、そうですか。一親き。

7,臼分から情輯 を出す時

私、～んです(よ)。 …あ、そうなんですか。一続き

轟勉
話す人:あ の一、えっと一/～ て、～て,/～ んですけど,/そ れで、それから

聞く人1あ いづち/コ メント/質 問/前 のめ1)で 聞く/笑 い/う なづ き

農椴 五
コメント〔蟄1し噸 ㏄ch)例〉

,鼎 つた・く蕪 撤,イ 槽 ・
まとめの註葉/あ いづち/沈 黙(醐cncc)/共 同発括/笑 い

ス【1一テンポ/FinaLFV・wcl4cng!ILcni"9

【資料81会 踊の始め方 ・終わ り方

艶.痂

はじめまして.～ 鎌 します.ど うぞよろしくお籔いいたします.
あくし卓 あ九ま めも・しhム
(握手はしなくてもよい。 頭 を下げる。名刺を渡してもよい。)

ロユゐい
*バ ・一一テイーで会った場合:

例)す みません,私,～ と申しますが,お 蛋前をおうかがい してもよろしいですか。

例)失 礼ですが、どち らか らいらっしゃいましたか。

例〉これ、おいしそうですね。～はお好きですか。

例)

例)

*遥 や鰐で会った欝谷1

例)あ っいですねえ。/よ く降 りますね。

例)こ の店にはよ くいらっしゃるんですか。

例)あ の一.す みません。すてきなかぱんですね。

例)

例)

どちらで買ったんですか。

整姫
1,会話の終オ)りを貫う。

では/じ ゃあ/そ れでは/そ れじゃあ/そ したら
じかん

では、そろそろお時問ですね,あ りがとうございました。

2,会話の感想 ・あいさっ

お会い/お 託しできて 、本当によかったです/た のしか ったです。

おもしろいお話をありが とうございました。

今日はお忙 しいところ、才)ざわざ来て ください談して、ありが とうございました。

今口はお忙 しいところ、お時闘を作ってくださいまして,あ りがとうございました。

献験、がんばってくださいL

では、失礼いたします。

3,次 に会う約束をする。

じゃあ、また。

また、今度、お会いしたいです。/ま たお会いし求し、kう,

またお会いできるのを※しみにしております。

求た、会っていただけますか。いっごろがおひまですか。

臣1茎召 会誘の始め方を考えてみましょう。


